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問保健福祉センター医療健診課健康診査・がん予防・新型コロナウイルス対策係
☎（260）5662 （260）1156
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※県が市町村別陽性者数の公表を開始した令和2年4/18～今年7/10の人数。

※県が市町村別陽性者数の公表を開始した令和2年4/18～今年7/10の人数から算出。

※人数は県の公表日時点のものです。※7月は10日までの人数。

軽症 中等症以上

18,453人18,453人
県が市町村別陽性者数
の公表を開始した
令和2年4/18～
今年7/10の人数

一部のIP電話など左記番号につながらない場合は

☎045（285）0536

新型コロナに関するご相談は、こちらへ

ワクチンに関するご相談は、こちらへ

7/10
時点 市内の新型コロナ陽性者 発生状況

※陽性者数には、症状を調査中の人を含むため、合計数などに差異が生じる場合があります。
※最新の陽性者数などの情報は市のホームページでもごらんになれます。
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神奈川県　新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル 大和市　新型コロナウイルス
総合相談窓口

大和市　新型コロナ自宅療養者
生活相談ダイヤル

大和市　新型コロナワクチンコールセンター 神奈川県　新型コロナワクチン
副反応等相談コールセンター

やまと24時間健康相談無休（24時間）

発熱や咳などの症状のある人、診
療可能な医療機関の案内、感染の
不安、健康・医療、C
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OCOA・濃
厚接触者に関すること

マスク飲食実施店認証制度に関
すること
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INEコロナお知らせシステム、
その他

経営相談に関すること

協力金に関すること

月～金曜日8：30～17：15（祝日を除く）
発熱相談、相談先が分からない場合など

月～金曜日8：30～17：15（祝日を除く）

毎日　8：30～17：15
※電話が集中しており、つながりにくい場合があります。 ※ワクチン接種前の相談は受け付けていません。

（耳の不自由な人などの問い合わせ用） 24時間対応

24時間365日

平日（9：00～17：00）

☎（0570）056774 ☎046（261）8009

☎046（260）5637

☎046（260）0900　FAX046（260）0917
☎045（285）0719

☎0120（244）810
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大和市長

大木 哲
　市民の皆さん、こんにちは。
　今回は、三つのことをお話ししたいと思います。

ひったくり、交通事故死者数ゼロを達成
　市内の犯罪認知件数や交通事故発生件数は年々減少傾向にあ
りますが、令和3年の市内のひったくり、交通事故死者数がつい
にゼロを達成しました。交通事故死者数がゼロとなるのは、市
制施行（昭和34年）以来初めてとなります。
　市はひったくりの対策として、防犯カメラや防犯灯の増設を
進め、特に市設置の街頭防犯カメラに関しては、市長就任時に
は0台でしたが、今では900台を超えています。これは、県内自
治体でもトップクラスの台数で、ひったくりなどの犯罪抑止に
大きな効果を発揮しています。
　また、交通事故防止に向けては、自転車通行空間の整備や賠
償責任保険付き自転車運転免許証の交付などのさまざまな施策
を行っています。
　今後も、「安全で安心して暮らせるまち」の実現に向け、犯罪
防止や交通安全対策に積極的に取り組んでまいります。

全国初　「おひとりさま支援条例」を制定
　長寿化傾向が続く日本では、本格的な人生100年時代が迫っ
ており、高齢の一人暮らしのかたも増えています。　　
　こうした中、市は、誰もがなり得るおひとりさまの健康のた
めの取り組みが必要であると考え、高齢のおひとりさまが孤立
することなく、生涯にわたって生き生きと過ごすことができる
よう、「大和市おひとりさま支援条例」を制定しました。高齢の
一人暮らしのかたの支援を健康の観点から捉えた条例を制定す
るのは、全国で初となります。
　条例の制定を契機に、より一層、おひとりさまの外出や社会
交流を促進し、「一人になってもひとりぼっちにさせないまち」
を市民、事業者、行政が一体となって作っていきたいと考えて
います。

7年連続　保育所等の待機児童数ゼロを達成
　市の待機児童数は、令和4年4月1日現在、7年連続でゼロを達
成しました。県内の10万人以上の市では唯一の達成となります。
　保育所への入所希望者が年々増加している中、市は保育所増
設のほか、保育の受け皿として、公私連携型子育て支援施設「こ
どもの城」と 、大和市子育て支援施設「きらきらぼし」において、
幼稚園での教育時間の前後に園児の預かり保育を行う送迎ス
テーション事業を実施し、保育所と同様の保育時間を確保する
など、さまざまな対策を展開しています。
　今後も「子育て王国　大和市」として、引き続き子育て施策を
全力で推進してまいります。

　今回は、この辺で・・・。
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もしものときに備え、訓練しませんか




